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「主体的 に考え判断 し、進んで学習す る能力 と態度 を培 う学習

指導の工夫」
体育 一 選択制授業 にお ける武道及 び ダンスの男女共習を通 して

保健 一 課題学習を取 り入れた学習指導 と評価の工夫r成 人病 と生活習慣」

1研 究主題と研究の方針

1主 題設定 の理由

施行2年 目を迎 えた学習指導要領で は、社 会の変化 に自 ら対応 で きる心豊か な人間 の育 成 を

図 ることが求 あ られている。 この学習指導要領の趣 旨を踏 まえ、 その具現化を図 るため、教科

「保健体育 」で は、昨年度 に引 き続 き、研究主題 「主体的 に考 え判 断 し、 進 ん で学 習 す る能力

と態度 を培 う学習指導 の工夫」 の もとで研究を行 った。

科 目 「体育」 では、選択制授業 にお ける武道及 び ダンスの男女共習 にっ いて取 り上 げ、選択

履修幅 の拡大 を図 るとともに、男女が互 いに援助 ・協力 しなが ら主体的 に学習す る ことを通 し

て主題 にせ ま ることに した。

また、科 目 「保健」では、健康教育 の一 層 の充実 を図 るた あ単 元 の再構 成 を行 い、新 た な

「成人病 と生活習慣」 の単元 にお いて、課題学習 を取 り入れ た学 習 指導 と評 価 の工夫 を通 して

主題 にせま ることに した。

2研 究の方 針

本研究 で は、体育班 と保健班 の2班 に分 かれて研究を進め、それぞれ、生徒及び教師の意識 ・

実態調査 を行 い仮説を設 定 した。その仮説 を踏 まえて、指導計 画を立 案 し、実証授 業を行 う こ

とによ り研究の成果を検証す ることに した。

(1)体 育 班で は、選択制授業のね らい及 び男女共習の意義を十分 に理解 す るたあ に、 オ リエ ン

テー ションを重視 した。 また、男女共 習を実施す る上 で課題 にな ると考 え られ る、男女 の特

性(体 力、技能及 び運動経験 の相違等)を 考慮 した指導計画を作成 し、研 究を進 めた。

② 保健班で は、課題学習を取 り入れ、生徒 が自 ら思考力 ・判 断力を働かせ、課題の解決 を図

る学習過程 を工夫す る ことによ り、健康 問題 に対す る実践的態度の育成 をね らいと した。

「成人病 と生活習慣」の単元 にお いて、生徒 が身近 な健康問題 に興味 ・関心を もち、主 体

的 に学習 が進 め られ るよ う、学習資料 の活用を図 ると ともに、生徒の評 価活動を重視 した指

導計画 を作成 し、研究を進 めた。

3研 究の経過

平成7年

平成8年

4月 ～6月

7月 ～8月

9月 ～10月

11月 ～12月

1月 ～2月

研究主題 の設定 、研究計画、研究構想図の作成

実態調査 及び集計 。分析 ・考察、仮説の設 定、指導計画 の検討

指導計 画の作成、実証授業、結果の分析 ・考察

報告書 の作成、副 資料 の作成

研究発表の準備 、研究発表、本研究 の整理 と反省
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II研 究 の内容

体育 一 『選択制授業 にお ける武道及びダ ンスの男女共習 を通 して』

1

(1)

(2)

意識 ・実態 調査 とその考 察

調査期間 平成7年6月 ～7月

調査対象 都立高等学校保健体育科教諭33校

都立高等学校男子生徒1年151名 、

女子生徒1年155名 、

(3)調 査内容

〈生 徒〉

・武道 及 びダ ンスの興味 ・関心

・武道 及 びダ ンスの経験

・武道 及 びダ ンスのイ メー ジ

。授業形 態の希望

・男女共 習

・評価 の方法 と評価の観点

(4}結 果 と考察

95名(男 性77名 、 女 性18名)

2年148名 、3年138名 、 男 子 計437名

2年124名 、3年121名 、女 子 計400名

男 女 計837名

〈教 師〉

・武道及 びダ ンスの実施状 況

・武道及 びダ ンスの男女共 習

・武道 にお ける男女共 習の問題点

・ダ ンスにお ける男女共 習の問題 点

・武道及 びダ ンスの男女共 習の配 慮事項

・評価 の方法 と評価 の観点

ア 男 子 の46.7%、 女 子 の37.5%が 武 道 に興 味 を持 って お り、 女 子 の47.5%が 武 道 の 授 業 を

受 けて み た い と考 え て い る。(図1)

図1武 道の興味 ・関心 と授業 の希望
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イ 武 道 に興 味 ・関心 の あ る男女 の 中 で 、 武道 を 行 って み た い と答 え た男 子 は37 。7%、 女 子

は33.3%で あ った 。

ウ 武 道 の授 業 の形 態 に っ いて は、 男子 の73.7%、 女子 の82.8%が 、 基 礎 的 な 技 能 に っ い て

は教 師 主 導 型 の授 業 を希 望 して い る。

工 男 女 と も武 道 に対 す る イ メー ジ は 「精 神 力 が っ く」 、「礼 儀 正 し くな る」 、 「自主 性 が っ

く」 「伝 統 的 文 化 と して重 要 」 とい う内容 が上 位 で あ った。

オ 武 道 の男 女 共 習 に っ いて は、男 女 同一 の授 業 内容 で あ る こ と につ いて 、 男 子 の56 .5%、

女 子 の45B%が 肯 定 的 で あ るが 、 男子 の25.6%、 女 子 の34.8%が 男 女 同一 内 容 の授 業 であ っ

て も、 男 女 別 に練 習 す る授 業 が よ い と考 え て い る。(図2)
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図2武 道の男女共習について
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力 男 子 の19.9%が ダ ンス に対 して興 味 ・関 心 を も って お り、19.0%が ダ ン スの 授 業 を 希 望

して い るQ

キ 男 子 の40.3%、 女 子 の34.3%が 自主 的 に計 画 を立 て 、実 践 して い くよ うな ダ ンス の 授 業

を 希 望 して い る。(図3)

図3ダ ンスの授業形 態希望
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墨鋤

ク 男 女 と もダ ンス の イ メ ー ジは、 「リズ ム感 がっ く」、「柔軟 性 が っ く」、「華 や か で あ る」、

「表 現 力 が っ く」 が上 位 で あ った 。 曜

ケ ダ ンス の授 業 を 男 女 が共 習 す る こと にっ いて は、 男子 の55。4%、 女 子 の32,1%が 肯 定 的

で あ るが 、 女 子 の63.8%が 男 女 別 の授 業 が よ い と考 え て い る。(図4)

図4ダ ンスの男女共習 について

70・

1・
%

劣}
}p

a
ア

撫醐
イ ウ

1鯉 癬 艮=、
工

劃
ア91 .Scrl9での授VY・が よい

イ 男 女同 ・内容の授 業 でよ い

ウ 男 女 ・緒 の授業 で よいが練 習は 別が よ い

エ その 他

コ 自 己評 価 、 相 互 評 価 を重 視 しなが ら、 最終 的 に は教 師 の評 価 を希 望 して い る生 徒 が 、 武

・道 で41 .5%、 ダ ン スで36B%と いず れ も第1位 で あ る。選 択 制 の 授 業 で は 、 教 師 の80.0%

が 同様 の 評 価 方 法 を重 視 し、 第1位 と な って い る。

サ 評 価 して ほ しい項 目 に つ い て の希 望 は、 武道 及 び ダ ンスの ど ち ら に お い て も、 「授 業 を

一 生 懸 命 行 って い る」 が第1位 で あ り、 「技 能 の上 達 」 が 第2位 で あ る 。 これ は教 師 に つ

い て も同 様 の結 果 と な っ て い る。
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シ 選択制 授業 において武道及 びダ ンスを男女共習で行 ってい る学校 は、33校 中2校 と少 な

いo

ス 武道 の男女共習 の問題点 として、教師の71.6%が 「男女の体力差や技能 の差 」 を あ げて

い る。同様 にダ ンス実施上 の問題点 と して、56.8%が 「照れや恥ずか しさ」 をあげている。

(5)意 識 及 び実態調査 のま とめ

男子 の ダ ンス、女子 の武道 に対す る興味 ・関心 は比較 的高 く、選択制授業 への導 入 の素 地

は十 分あ ると考 え られる。 しか し、男女共 習 にっいて は、武道 では 「男女 の体 力や技能 の違

い」、 ダ ンスでは 「照 れや恥ず か しさ及 び学習経験の違 い」 などに対応 して 、 指導 内容 、指

導方法及 び学 習形態等 の工夫 ・改善が必要 であ る。

2研 究 の仮説

武道 及び ダ ンスにっ いて、生徒及 び教 師の意識 ・実態調査 を実施 し、その集 計結果 を分析

して、次の よ うな仮説 を設定 した。

選択制授 業 における武道及 びダ ンスの男女共習を通 して、互 いに援助 ・協 力 しなが ら

個 々の特性 に応 じて適切 に学習課題を設定 し、学 習活動 を計画 ・実践 す ることで、生徒

一 人一 人が主 体的 に考え判断 し、進んで学習す る能力 と態度 を培 うことがで きる。

上記 の仮説 を検 証す るため に、男女共 習を想 定 した武道及 び ダンスの指導計 画を作成 し、

実証授業 を行 うことに した。なお、本研究 で は、武道 の中か ら柔道 を取 り上 げた。

3柔 道の指導計画

(1>柔 道 の特性

我 が国固有 の文化 であ り、素手で相手 と直接組 み合 って相手 の動 きに応 じて投 げ たり、押

さえ込ん だ りして攻 防を競 い合 うところに楽 しさや喜 びを味 わ うことので きる運動 で ある。

② 学習 のね らい

ア 自己の技能 の程度 を知 るとともに、対人 的技能 の向上 、得意技 の習得 、相手 の技能 の程

度 に応 じた練習 の仕方 な どの課題 を もって、男女 が互 いに協力 して 自主 的、計 画的 に活 動

す る ことによ り、進 んで学 習す る能力 や態度 を養 う。

イ 個人 や グループの課題 に応 じた練習 を行 うことによ り、基本動作 や対人 的技 能の習熟 を

図 る。

ウ 伝統的 な行動 の仕方 や健康 ・安全面 に留意す る とと もに、規則 や礼法 を守 り、互 いに相

手を尊 重 し、公正 な態度 で練習 や試合が で きるよ うにす る。

(3)学 習指導の方針

ア 柔道 の特性 を理解 させ、基本動作や対人的技能の習熟及び試合を通 して、柔道への興味 ・

関心 、意 欲を喚起 させ、柔道 の楽 しさに触 れ られ るようにす る。

イ 個 人や グループが適切 な課題 を設定 し、学習資料 を有効 に活 用 しなが ら、男女 の体力 、

経験 及 び技 能 の違 いなどを考慮 して学習計画を立案 し、互 いに援助 ・協力 しなが ら主 体 的
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に考 え判断 し、学習 が進 め られるよ うにす る。

ウ 男女 の体力 や技能 の違 いを考慮 しなが ら、男女が相互 に援助 ・協力 して安全 に学習 で き

る雰 囲気 づ くりを重視す る。

工 生徒 が個 々の実態 に応 じた課題を設定 したり、学習 を振 り返 った りで きるよ うに、 自己

評価 ・相互評価 で きる機会を重視す る。

(4)学 習指導 の工夫

ア オ リエ ンテー ションの重視

オ リエ ンテー ションを重視 し、選択制授業 にお ける男女共習 の意義 や学 習計 画の立案 、

学習資料 の活用法 を理解 し、安全面 に留意 して学 習で きるよ うに した。

イ 男女共習 におけ る学習形態 の工夫

2時 間連続 の授業 の中で、毎時間 の前半部分 に、柔道 の経験 のあ る男子生 徒が経験 の な

い女子生徒 を指導 ・援助 で きる時間を確 保 した。後半 で は男女別 に分 かれ、各 々の課題 に

応 じて練習が で きるよ う工夫 した。

ウ 学習過程 の工夫

生徒一人一人 の実態 に応 じた技能 テス トを実施 し、その結果 によ って学習計 画の再検 討

や新 たな学習課題 を設定 で きるよ うに、中間 まとめの時間を設 けた。

工 学習 資料 の活 用 と工夫

学習 ノー トや技術 ノー ト、視聴覚教材 などの学習資料を用意 し、個人や グループが それ

ぞれの実態 に応 じた学 習計画 を作成 した り、学習活動 を効果 的かつ円滑 に行 うたあに十分

活用 で きるよ うに した。特 に、未経験者 の生徒向 けに、 オ リジナル ビデオテープを作成 し、

活用 で きるよ うに した。

オ 自己評価 ・相互評価及 び学習計画 を立案す る時間の確保

一 人一 人の生 徒が主体 的に学習 を進 め られるよ うに
、授業開始 時 と終了時 に、毎時 の課

題 や学 習内容 を確認 した り、その 日の活動 の反省 ・評 価を行 う時間を確保 し、 その時閤 を

有効 に活用で きるよ うに した。

(5)単 元計 画(8頁 参照)

本研究 で は、第3学 年 男女 を対象 に20時 間 を配当 した。経験者 が未 経験者を指導す る工 夫

及 び一 人一 人が個 々の能力 に応 じた課題 を もち、進んで学習 できるよ うに配慮 した。

4ダ ンスの指導計 画

(1>ダ ンスの特性

自己の感情 や考 えを個 人や グループの自由な動 きで表現 した り、特定の踊 り方 で音 楽 や リ

ズムに合 わせて仲 間 と踊 った りす るところに楽 しさや喜 びを味わ うことので きる運動である。

(2)学 習 のね らい

ア 個人 や グループが、課題 を持 って互 いに協力 しなが ら自主 的、計 画的 に活動す ること に

よ って、主体 的に学 習す る能力 や態度 を養 う。

イ 多様 な ダ ンスの中か ら自分 の興味 ・関心 の高 いダ ンスを選択 し、動 きづ くりや動 きの習

熟 を図 る。
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ウ グループの活動 を通 して、踊 る楽 しさや創造す る喜 びを再発見す るとと もに、 自分 の よ

さに気付 き、仲 間の表現 や個性を認 め合 え る集団を育て る。

㈲ 学習指導 の方針

ア ダ ンスの特性 を理解 させ、多様 な ダンスを体験す ることによって、 ダ ンスへ の興 味 ・関

心を喚起 し、 ダンスの楽 しさに触 れ られるよ うにす る。

イ 個人や グループが適切 な課題 を設定 し、学習 ノー トや視聴覚教 材 を有効 に活用 しな が ら

学 習計画を立案 し、主体的 に考 え判断 し、学習が進 あ られ るよ うにす る。

ウ 男女の特性及 び経験 の違 いを理解 し、相互 に援助 ・協力 して学 習 できる雰囲気 づ くりを

重視す る。

工 生徒が新 たな課題 を発見 で きるよ うに、自己評価 ・相互評価を行 う機会 を重視 す る。

④ 学 習指導 の工夫

ア オ リエ ンテー シ ョンの重視

選択 制授業 のね らいや男女共習 の意義、学習計画の立 案、学 習資料 の活用 の仕方 を理 解

し、主 体的 に考 え判断 し、学習 を進 め られるよ う工 夫 した。

イ グループ編成 の工夫

多様 なダ ンスを紹介 しなが ら、試 しに動 いてみ ることによ って、 ダ ンスの領域 内選 択 を

行 い、 グループ編成 に生かせ るよ うに した。 グループの人数 や男女比 にっ いて制限 を設 け

ず、 グループ活動 に支障の ない適切な編成を考 え させなが ら決定 した。

ウ 学習過程 の工夫

それぞれ選択 した ダ ンスの特色あ る動 きをVTRな どを利用 して発見す るとと もに、 模

倣す る段階 を経 て、表現 力や個性 を生 か しなが ら、「ひとまとま りの動 き」 を構 成 し、 中

間 ま とめの時間に発表 した。その際の自己評価 ・相互評価 を もとに、学習計画 の再検討 や

新 たな課題 を発見 し、次 の学 習に生 かすよ うに した。

工 学習資料 の活 用 と工夫

領域内選択 の手 がか りとしてVTRを 準備 し、学習計画の作成 や学習活動 を効 果的 に行

うために十分活用す るよ うに した。 また、動 きづ くりの基 本が身 に付 け られるよ うに、 動

きの ウォームア ップの資料及 び学習 ノー トの 「動 きの デ ッサ ン記入欄 」を活用 した。

オ 男女共 習 のよさを生かす工夫

ダ ンスの学習活動 では、男女 の特性 や経験の違 いが ダ ンスをよ り楽 しくし、個性 を発 見

で きることを理解 させ なが ら、踊 ることへの抵抗 感や恥 ずか しさを取 り除 く工夫を行 った。

力 自己評 価 ・相互評価及 び学習計画を立案す る時間の確保

一 人一 人の生徒が主体的 に学習を進 め られ るように
、授業開 始時 と終 了時 に、毎 時 の課

題 や学 習内容 を確認 した り、 その 日の活動 の反省 ・評価 を行 う時間を確保 し、 その時 閤 を

有効 に活 用で きるよ うに した。

(5}単 元計画(11頁 参照)

本研究 では、第3学 年 男女を対 象 に20時 間を配 当 した。多様 な ダンスを体験 し、 その中 か

ら興味 ・関心 のあ るダ ンスを領域 内選択 す るとともに、男女 の特性 や経験 の違 いを生 か しな

が ら、個 々の実態 に応 じた課題 を もたせ、一人一人が進んで学習 で きるよ うに配慮 した。
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選択制授業における男女共習の柔道単元計画
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柔道の指導事例(実 証授業)

単元名 柔道 配当時間 20時 間中1・2時 間 目 学年 第3学 年1.2.3.4組 男 女16名
一

◎オ リエンテー ション

本時 の

ね らい

・選択制授業の趣旨、概要を理解する。
・柔道の特性を理解し、男女が協力して安全に学習することを理解する。
・グループ毎に学習する内容・方法と学習計画の仕方にっいて理解する。

・学習ノート、学習資料の効果的な活用方法と評価にっいて理解する。

施 設
用 具 ・体育館 ・学習ノート ・学習資料 ・柔道のビデオソフト

段階 時間 学習内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集合 ・単一種目必修型の授業の学習成果を土台として、生徒が自ら自分の能 ・計画的に運動する習慣を身に付けることによって生涯体育 ・スポーッ

導 5 ・挨拶 力 ・適性、興味 。関心や欲求等に基づいて、運動領域 ・運動種目を選 にっなぐということ、男女共習を含めて互いに愛好する運動との関係

入 分 ・出欠調査 択することが大切であることを理解する。 を大切にしながら合理的、計画的に学習を進めていくための方法を学
・本時の説明 ぶことが大切であることを理解させる。

・柔道の選択綴 業の進め方 ・個人やグループで課題を見っけ、課題解決のための学習を行ない自主 。生徒が主体的に取り組めるように具体的に流れをイメージさせ、授業

的 ・主体的に進めていく授業の進め方を理解する。 の進め方を十分理解させる。

・「計画、実施、評価」の学習の流れを理解する。 ・グループでの学習、活動の意義を理解させ、お互いに協力 し合い、意
10

分
欲的・積極的に取り組むことを理解させる。

・オリエンテーション以外の時間はグループ毎に集合し、本時の活動内

容の確認、施設 ・用具の準備、準備運動、学習活動の実施、整理運動、 。生徒が自ら種目を選び、自ら学び、教師はそれを支援することを理解

まとめ、片付けという授業の流れを理解する。 させ る。

・学習計画の作成の仕方 ・学習課題を解決し、学習を進めていくために18時間の全体計画を立案 ・選択制授業は、個人とグループが、それぞれの課題を設定し、自主的・

展 することを理解する。 主体的に学習活動を行なうことが必要であることと、 そのために適切

な学習計画を立てることが大切であることを理解させる。
is

分
・全体計画に即して毎時間、個人やグループの課題を発見し、 それに基

ついて学習計画を立てることを理解する。 ・学習計画は無理をしないで個人、グループで段階に応じた計画を立て、

教師が適宜、指導・助言を与えることを理解させる。(男女共習で行な

うので簡単な学習計画を提示し、参考にさせる。)

・学習資料、学習/一 トの ・学習資料、学習ノートの効果的な活用方法を理解し、 目標設定や課題 ・学習資料、学習ノートを参照させる。

効果的な活用方法と評価 解決のために積極的に活用していくことを理解する。

is ・個人やグループが必要に応じた練習方法を見いだし、実践 していくこ

分 ・個人やグループの課題を見いだすための自己評価 ・相互評価を理解す とを理解させる。

る。

・学習ノートの提出期限を守らせる。

・柔軟の特性 ・武道は、我が国固有の文化であり、相手の動きに対応して攻防すると 。武道に対する伝統的な考え方やそれに基づく行動の仕方を身に付ける

・ビデオソフトの使い方 ころに楽しさや喜びを味わうことのできる格闘形式の運動であること とともに、相手を尊重して安全に練習や試合ができるようにすること

sa
を理解する。 が大切であることを理解させる。

開
分 ・ビデオを見ながら、柔道の基本的な礼法や技の習得のための練習方法 ・ビデオを見ながら、教師の指導に依存することなく、 自ら練習するこ

を理解する。 とができることを理解させる。

・学習計画の作成 ・学習計画の参考例を利用して、経験者も初心者も無理のない計画を立 ・学習計画立案の中で10時間を目安に中間スキルテストを実施し、計画

・学習ノートの作成 てることを理解する、 の見直しがあることを理解させる。

・役割分担

30
。学習ノートの中のグループの目標を全員の話し合いで決定する

。 ・学習ノートは班長が管理し、事前に学習計画を立てて教師と連絡を取っ

分 て進めていくことを理解させる。
・班長から用具係まで全員が役割を分担する。

・授業を生徒主体で進めていく為に、役割分担の大切さを理解させる。

・次回の説明 ・2時間続きの前半1時 間は、経験者が初心者を指導し後半の1時 間は ・前半の1時 間は、男女が協力して安全に練習することが大切であるこ

整 5 ・挨拶 グループ毎の練習になることを理解する。 とを理解させる。

理 分 ・解散

・準構等の指示をしておく。
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柔道の指導事例(実 証授業)

雇 「 …配当時間 ・・時間申1・時語 「7轟 第3学 年1.2.3.4組 男女16名

本時の

ね らい

施

「

.1

下 醸 妄畠が適切であ。たか。_段 階、で。習得、騰 の中か、_.。,を 実施、澗 の灘 鰯 す。」
その結果か ら学習計画 の再検討 や新 しい学習課題を設定 させる。

・男子経験 者の女子 へのかかわ り方 につ いて も適切であ ったかど うか再確認す る。

瞬

設 ・柔道場

翼

丁

・学 習 ノー ト ・学習資料 ・スキ ル テ ス ト実 施 カ ーF'(グ ル ～プ 毎 に{乍域)

丁卜

一

…

導

入

ー

i

時闇 学習内容l

I
i

・集 合 ・習得 した技

io
・挨 拶 目を設定し

分
ケ

・出欠点呼 互評懸を行

i●本時の翻

_判

展

35

分

・準備運動

学 習 活 勢 指 導 上 の 留 意 点 …

.'._ _」
}

・習得 した技術の中か ら、 グループ毎 にチェ ック項 ・グル ープに応 じたチ ェック項 目が、今後 の学 習計

目を設定 し、課題達 成度 にっいての自己評価 ・相 画の見直 しに大 切であ ることを理解 させる。

互評懸を行ない、その結果 を もとに学習 計画の …・スキルテ ス トの結 果を もとに魑 人及 びグループに}

再検討をす ることを理解 する・ 応 じ群 習繭 輌 検 討す ることを理解 させ る・1

一
。準備運動、特に基本 の受 け身 を確実 に行 なう。

。スキルテス トの説明 ・グル ープで設 定 した項 冒を実施 寿一 ドを毘なが ら、

実施 カー ドの配布 確認す る。

・スキルテ ス トの実施

・実施 ・記録 方法を理解す る。

〈初心 者の例〉

○基本の受け身

後憂 け身 ・横受 け身 ・前回 り受け身

○寝技

袈裟固め・横四方固めの入り方

〈経験者の例〉

○投げ技
選択の授業で練習した投げ技}

1

翻 1 ○投げ技の連絡
選択の授業で練習し

]
・実施 カー ドの提出 ・グループの班長がカ

■ ・整理運動 ・使用 した部位を中心

・本時 のまとあ

難1身 囎 ナ解散

⊥_

・グ ル ー プの 班 長 が カ ー ドを回 収 し、集 計 す る。

・準 備運動 および基本 の受 け身 を行な うことが怪我

の防止 にっながる ことを理解 させ る。

・スキルテス トの結果 で学 習計 画を再検討するので
、

客観的 に評価す る ことが大切 な ことを理解させ る。

・チェ ック項 駿にっ いて は、学習 ノー トの展 開を参

考 に して、内容が適切 であるか指導 してお く。

・集計結果を もとに して グル ～プで、 これか らの学

習計 画を再検 討す ることを理解 させ る。

十
・学習計画の再検討 と男女共習 の授業 にっ いて、 グ
/L一 プの意見をま とめる ことが大切 なことを理解

す る。

・学習 ノー トに再検討の結果を まとめて報告 させ る
。

・選択1時 限 目の男女 共習の展開 にっ いて もグルー

プの意見を まとめ させ る。
・グループや個々の課 題解 決が、男女共習以外 の部

分で学 習資料 の濡用だけで十分か どうか にっ いて

も検討 させ る。

1
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選択制授業 にお ける男女共習 のダ ンス単元計画

段 時 生 徒 教 師
ね ら い

階 間 学 習 活 動
評 価

指 導 上 の 留 意 点

選択制授業にお ①選択制授業における男女共 ☆選択制授業 。男女共習の意義 ★選択制授業 ・男女共習の意義を理解させ
ける男女共習の 習の意義の理解 が理解で きたか。 る 。

意義と進め方を ②学習 ノー トの活用 方法 と評 ★学 習の進 め方 、評価 の理解を深め させ る。
理解 し、学 習 計 価 にっいての理解 ☆学習の進め方が理解 で きたか。★学習資料の効果的な活用方法を理解させ
画立 案 の た め の ③学習資料の効果的な活用の る 。

i 主題設定の仕方 仕方の理解 ☆学習資料 ・学 習 ノー トの活用 ★ グループ編成 にっいては 、視 聴覚 教 材 に
を理 解 す る と と ④学習計画の作成の仕方の理解 の仕方 が理解 できたか。 よる多様 な ダンスの紹 介 、試 しの動 きの

学
もに学習 へ の 意 ⑤領域内選択の仕方の理解 結果 によ り、人数 や男 女比 に幅 を もたせ

欲を持っ。 ⑥毎時の授業の進め方の理解 て決定す ることを理解 させ る。

⑦ グループ編成の仕方

⑧役割分担の仕方

習
多様 な ダ ンスの ①視聴覚教材による多様なダ ☆多様 な ダンスの理解 ・試 しの ★多様 なダ ンスを理解 させる。

理解と試しの動 ンスの理解 動 きの結果 を正 し く自己評価 ★試 しの動 きの結果を 自己評価 させ、 適 切

2
きの結 果 か ら、 ②試 しの動 き で きた か 。 なダ ンスを選択 させ る。

1 領域内選択しグ ③領域内選択 によ る グル ープ ★課題を見っ け学習 を進 あ られ る よ うに指
ル ープ編 成 を 考 編成 ☆今後の学 習活動 に生 かす こと 導 ・助言 を適切 に行 う。

単元の学習計画 ①学習 ノー トの具 体的 な記入 ☆多様 な ダンスを理解 し、試 し ★試 しの動 きの結果を 自己評価 させ、 学 習
を立 てる。 の仕方の理解 の動 きの結 果 を正 しく自己評 課題と学習方法を見出せる指導 。助言を

1 ②学習計画の立案の理解 価 し、課題 に そ った学 習計 画 適切に行 う。

③学習計画の作成 が立案 できたか。

選択制授業及び男 ①本時の学習計画の作成 ☆各 グループの学習 計画 が適 切 ★ 活動 中の指導 。助言を適切 に行 い、 計 画

ね
女共習の学習方法 ②練習方法の話し合い で あ っ たか 。 に沿 った活動 を させ る。

に慣れ ると同時に、③学習計画に基づく自主的な ☆各 グル ープの活動 が計 画通 り ★ グループ毎に活動が円滑 に進 む よ うに指

個人やグループの 活動 すすめ られたか。 導 す る 。
ら s 課題に基づいた効 ④ グループ内での評価 ☆次の学習課題が見出せたか。 ★ ダンスが楽 しめ るよ う個 人 や グル ー プの

t 果的な練習を工夫 ⑤ グループ毎 に施設 や機 材の ☆お互 いに援助 。協力 し、 安全 技能 に合 った練 習方 法を工夫 させ る。

い 7 して計 画 ・実践 し、 片付け に留意 して活動 がで きたか。 ★本時の活動の評価を積極的に行わせ、個
選択 したダンスの 人及 び グループの次 の課題 を見出 させ る。

基礎的 なひとまと ★協力 して安全 に活動 す るよ う指導す る。
z

まりの動 きの習得

学 に生か す。

グル ープ別 の 学 ① グループ毎 に中間発表 ☆学習活動の評価が適切に行わ ★各 グループの活動 の評 価 と学 習 ノー トの
中
閤ま

と

i
i
2

習活動を評価し、
今後の学習の進
め方や学習活動

②自己評価 ・相互評価
③学習ノートを利用して学習
活動の評価

れてい るか。

☆他の グルー プの発表 を今 後 の

学習計 画に生 か したか。

評価を もとに話 し合 い、学 習 活動 の再 検

討 を行 なわせ る。

★ グループの再編成 も考慮 し、 今後 の 活動
め の検 討を行 う。 ④今後の学習計画の再検討 が積極的 に円滑 に行 われるよ うに させ る。

習
中間 ま とめ で の ①新たな学習課題に基づく自 ☆各グループが課題解決を図る ★活動中の指導 ・助言 を適 切 に行 い 、新 し

ね 成 果 を生 か し、 主的な学習活動 ために自主 的 ・主体 的に活 動 い課題を発見させ活動の仕方を工夫させ
よ り高 い課 題 の ② グループ内の評価 で き たか 。 ることに よって、主体 的 に課題 に取 り組

ら 6
設定とその解決 ③ グループ毎 に施設 や機 材 の ☆学習計画 。学習方法が適切で ま せ る。

i
のために効果的 片付け あ ったか 。 ★次時の課題が適切に見出せるよう評価内
な練習をして計 ☆ お互 いに援助 。協力 し、安 全 容等につ いて助言す る。

い 7
画 ・実践す る。 に留意 して活動がで きたか。 ★練習 した技能が ひとま とま りの作 品 に生

II か され るよう助言す る。

2 ★各 グループの活動が円 滑 に進む よ うに指

導 す る。

単元 の ま と め と ① グループ毎 に発表 ☆ ダ ンスを通 じて、 踊 る ことの ★各 グループでま とめ と評価を行 う。

ま
して発 表 ・鑑 賞 ②自己評価、相互評価 楽 しさや個性 の発 見が で きた ★学 習 ノー トを もとに十 分な話 し合 いを さ

1 し、 評 価 しあ う。 ③学習 ノー トの整理 か 。 せ る。

と t 学習経験を今後 ④ グル ープ毎 に学習 全体 の ま ☆ グループの学 習活動 が協 力 し ★正 しく自己評価 ・相互評 価 がで きる よ う
2 に ど う生 か して とめ ・評価 て で きた か 。 に助言 す る。

め
い くかを考え る。⑤感想文 ☆進 んで学 習す る能 力 が、 身 に

つ い た か 。
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5武 道(柔 道)及 び ダ ンス の指 導 結 果 と考 察

仮 説 を検 討 す る た あ 、実 証 授 業 の後 に、 授業 を受 け た生 徒 を対 象 に ア ンケ ー ト調 査 を 行 っ

た。 そ の結 果 と考 察 を以 下 に示 す 。

(1)柔 道(対 象:都 立 高 等 学 校1校3年 男 子6名3年 女 子10名 計16名)

ア 「自分 た ちで 学 習 課 題 を 設 定 で きた」 と答 え た生 徒 は9名 、 「ま あ まあ で き た」 を 含 め

る と15名 、 「自分 た ち で判 断 し、計 画 通 り実 施 す る こ とが で きた 」 と答 え た生 徒 は9名 、

「ま あ ま あ で きた」 を含 あ る と16名 全員 、 さ らに 「自分 た ち の役 割 を 果 た し、 グ ル ー プ で

協 力 して学 習 す る ことが で きた」 と答 え た生 徒 は10名 、 「ま あ ま あ で きた」 を 含 め る と15

名 で あ った 。 これ らの こ とか ら、個 人 や グ ル ー プに お いて 、適 切 に学 習 課 題 を設 定 して 学

習計 画 を立 案 し、 男女 が互 い に援 助 ・協 力 しなが ら、主 体 的 に判 断 して学 習 を進 め る こ と

が で きた 。

イ 「楽 し く意 欲 的 に参 加 で きた」 と答 え た生 徒 は15名 、 「技 能 が 高 ま った」 と答 え た 生 徒

は7名 、 「ま あ ま あ高 ま った」 を含 め る と15名 で あ った。 しか し、 「毎 時 間 の学 習 課 題 が

達 成 で きた」 と答 え た生 徒 は4名 、 「ま あ ま あ で き た」 を 含 め る と12名 で あ り、4名 が

「で きな か った 」 と答 え て い る。 これ らの ことか ら、 あ る程 度 技 能 を 高 め る こ と は で き た

が 、 それ ぞれ の課 題 を十 分 に達成 す るま で に は至 らなか った 。

ウ 「礼 法 や マ ナ ーを 理 解 し学 習 で きた」 と答 え た生 徒 は15名 、 「自他 の健 康 ・安 全 に注 意

し、 学 習 で き た」 と答 え た生 徒 は14名 で あ っ た。 これ らの こ とか ら、男 女 が互 いの健 康 ・

安 全 に留 意 し、 礼 法 や マ ナ ーを守 りな が ら、学 習 活動 を行 う こ とが で きた。

工 未 経 験 者 の女 子 の 多 くが 「や って み る と、思 った よ り難 しい が、 楽 し くで き る運 動 で あ

る」 と答 え 、経 験 者 の男 子 は 「女 子 に教 え る中 で 、技 能 面 にお いて 今 まで 気 付 か な か っ た

こと を発 見 で きた」 と答 えて い る。 これ らの ことか ら、 男女 の 体力 差 、経 験 の 有 無 か ら く

る技 能 の 差 が あ る に もか か わ らず 、学 習 形 態 を 工 夫 す る こ とに よ り、 これ らの 問 題 は あ る

程 度解 決 で きた 。

オ 男 女 共 習 にっ いて は、男 女 と も 「互 い に援助 ・協 力 して学 習 活 動 を進 め る こ とが で きて

良 か った 」 と答 え て い る。 さ らに、 女 子 の 「男 子 が て い ね い に わ か りやす く教 え て くれ て

良 か った 」 や 、男 子 の 「人 に教 え る こ と も学 べ て良 か った」 と い う意 見 が あ った こ と を 考

え合 わ せ る と、柔 道 に お け る男 女 共 習 の成 果 が表 れ た もの と考 え る。

一 方
、女 子 の 「男 子 は 、 自分 た ちを教 え るた め に運 動 欲 求 を満 たす こと が で きな い の で

は な いか 」 、 「も っ と先 生 に も教 え て欲 しか った」 とい う声 や、 男子 の 「男 女 で遠 慮 して

い る面 が あ ったJ、 「も っと練 習 す る時 間 が ほ しい」 な ど、 工 夫 。改善 の 余 地 が あ る こ と

も示 唆 され た。

力 実技 ノ ー トや 実技VTRな どの学 習 資 料 にっ いて は、大 部 分 の生 徒 が 「技 能 を 習 得 す る

た め と学 習 活動 を 円 滑 に行 うた め に役 立 っ 」 と して お り、必 要 性 を認 め て い る。 特 に、 未

経 験 者 向 け の オ リジナ ルVTRは 好 評 で あ った 。`

(2)ダ ンス(対 象:都 立 高 等 学 校2校1年 女 子43名3年 女 子21名 計64名)

ア 「楽 し く意 欲 的 に参 加 で き た」 が89 .1%、 「自分 た ちで学 習 課 題 を設 定 す る こ と が で き

た」 が89.1%、 「毎 時 間 の学 習 課 題 が 達 成 で きた 」 が79 ,7%で あ った。 こ れ らの こ とか ら、
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冤

個 人 や グ ル ー プ が適 切 な課 題 を設 定 し、 学 習計 画 を立 案 ・実 践 した こ とに よ り、主 体 的 に

考 え 判 断 し、 学 習 を進 め る こ とが で き た。

イ 多 様 な ダ ンス の紹 介 と体 験 に っ いて は 、 「ダ ンス に 対 して 興 味 ・関 心 が 高 ま っ た 」 が

82.8%、 「踊 りた い ダ ンスを選 択 す る時 の参 考 に な った」 が85.4%で あ っ た 。 こ れ らの こ

とか ら、 生 徒 が オ リエ ンテ ー シ ョンで ダ ンスへ の興 味 ・関心 が高 ま り、踊 りた い ダ ン ス を

選 択 で きた こ とが 、 そ の後 の学 習 活 動 に生 か され た 。

ウ 「自分 の役 割 を果 た し、 グル ー プ で協 力 して学 習 す る こ とが で きた」 が96.9%で あ り 、

グ ル ー プ の 中 で互 い に援 助 ・協 力 しなが ら学 習 を進 め る こ とが で きた 。

工 学 習 資 料 に つ いて は、 「学 習 活 動 を 円滑 に行 うの に役 立 った」 が76 .7%、 「今 後 も学 習

ノ ー トやVTRな どの学 習 資料 が あ った方 が よ い」 が86.0%で あ っ た 。 しか し、 「記 入 す

る時 間 が十 分 に あ った」 が44.2%と 低 い数 値 を示 して お り、 これ らの こ とか ら、 記 入 す る

時 間 の確 保 に つ いて の一 層 の工 夫 が必 要 で あ る。

オ 自己評 価 に っ いて は 「次 の課 題 の設 定 に役 に立 っ た」 が65。1%、 相 互 評 価 に っ い て は 、

ほ とん どの生 徒 が 「グ ルー プ で の課 題 の設 定 に役 に立 っ た」 と回 答 した。 これ らの こ とか

ら、評 価 の観 点 や評 価 方法 に つ いて 、一 層 の工 夫 ・改 善 が 必 要 で あ る。

カ 「指 導 者 が 男 性教 員 で あ って も、特 に違 和 感 は なか っ た」 が97.7%で あ った こ と か ら、

学 習 指 導 を工 夫 す る こ とに よ り、男 性 教 員 が ダ ンスを 指 導 す る こと も可 能 で あ る と考 え る。

6ま とめ と今後 の課題

(1)ま とめ

本研究 は、選 択制授業 にお ける武道及 び ダンスの男女共習 を通 して、主題 にせ ま るこ とで

あ った。その結 果、次 のことが明 らかにな った。

ア オ リエ ンテーシ ョンを重視 したことにより、選択制授業 のね らいや男女共習 の意義 を十

分 に理 解 させ るこ とがで きた。

イ 柔道 にお いて、学習形態及 び学習過程 を工 夫す ることによ り、男女 の体力及 び技能 の違

い、運動 欲求 の充足 などの問題 は、 ある程度解決 す ることがで きた。また、男女 がお互 い

に援助 ・協 力 しなが ら学習を進 めることで、各々のよ さを認 め合 うことがで きた。

ウ ダ ンスにつ いて は、今回の実証授業で男子 の選択者 はいなか った。 しか し、多様 な ダ ン

スの紹介 と体 験 の後、 ダ ンスの領域内選 択を行 うことで、生徒 が意欲 的に学習 に取 り組 む

ことがで きた。 また、2校 の実証授業 の内、1校 を男性教員 が担 当 した ことを考 え合 わせ

る と、「女性教員 が女子生徒 を対象 に創作 ダ ンスの指導 を行 う」 とい うダ ンスの授 業 に対

す るイ メー ジを新 たにす ることがで きた。

工 学習過程 の工 夫及 び自己評価 ・相互評価 の活用 によって、個 に応 じた適切 な学 習課 題 を

設定す ることがで き、 自 ら思考 ・判断 しなが ら、学習活動を進 あ ることがで きた。

オ 学習 資料 の工 夫 と活用によ り、主体的 な学習活動を促す ことがで きた。

(21今 後 の課題

ア 個 々の学習課題 を達成 させ るたあの工夫 ウ 教師の授業への効果的 なかか わ り方

イ 学習形態及 び学 習過程 の一層 の工夫 工 学習計画及 び評価の たあの時 間の確 保
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保健 一 『課 題学習を取 り入れた学習指導 と評価の工夫』 「成人病 と生活習慣 」

1研 究 内容

入生80年 時代 を背景 に、生涯 を通 じて健康 で活力 のあ る生活 を営む ためには、生徒 が個 々

の健康課題 の解決 を図 り、健康的 な生活を 自ら実践 で きる能力 や態度 を身 に付 け ることが求

め られている。 このたあ科 目 「保健」 にお いては、生徒が身近 な健康問題に気付 き、自主的 ・

主体的 に学習 を進 め、課題 を解決す ることが必要 であ る。

本研究 では、 この観点 を踏 まえ、健康的な生活 習慣 にっ なが る意志決定能力を養 うために、

「課題学 習を取 り入れ た学習指導 と評価 の工夫」 に取 り組 んだ。単元 として は、 ライ フス タ

イル と関連 の深 い成 人病 を取 り上 げ、 「成人病 と生活習慣」 とい う単元を再構成 し、健 康 的

な実践的態度 を身 に付 け られ るよ うに、授業 の工夫 ・改善を図 った。

また、評価 にっ いては、教 師の評価 に加えて、生徒 による自己評価 ・相互評価 を重視 し、

生徒 が興味 。関心 を もち、 自ら考 え判断 し、進 んで学 習を進 める ことがで きるよ うに工 夫 し

た。

本研究 では 「成人病 と生活習慣」 に関す る意識 ・実態調査を行 い、 その結果 を分析 ・考察

して、次 のよ うな仮説 を設定 した。

生徒 が生涯 を通 じる健康 の重要性 を認識 し、 自己の健康 に関す る課題 を見 っけ、その

解決 を図 る学習過程 を工夫す ることによ り、主 体的 に考 え判断 し、健康的 な生活 を実践

で きる能力 や態度 を培 うことができる。

2意 識 。実態調査 とその考察

(1)調 査対象:東 京都高等学校保健体育科教諭42校75名

都立高等学校生徒 男子289名 女子267名 計556名

(2)調 査 内容

〈生 徒〉 〈教 師〉

・成 人病 に対 す るイメージ ・成人病 に関す る授業 の実施 状況

・成 人病 に関す る知 識、情報源 ・成人病 に関す る授業 の計 画状 況

・日常 の生 活習慣 ・保健 の授業形式

・授 業の形式 に対す る希望 ・評価におけ る重点項 目

・評 価 に対す る希 望 ・課題学 習の実施状況 、考 え方

(3)調 査結 果 と考 察

〈生 徒〉

ア 成 人病 に対す るイメージ

「生 活の乱れか ら くる」が44.4%、 「注意す れば予防 で きる」が50.5%の 回答 で あ り、

約半数 の生徒が、 日常の生活習慣 に関連す るイメー ジを持 って いる。

イ 成人病 に関す る知識 、情報源
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竪

成 人 病 に つ い て 「説 明 で き る」 とい う回 答 は全 体 的 に少 な い 。 成 人病 の原 因 にっ いて は、

「肥 満 」51.4%、 「運 動 不 足 」43.2%、 「食 生 活J48.7%を あ げ て い る。 また 、 成 人 病 の 知

識 を 「学 校 の授 業 で得 た」 と回 答 した生 徒 が42.6%と 最 も多 く、次 いで 「テ レビ ・ラ ジオ ・

新 聞 」 が31.7%で あ っ た。成 人病 の予 防 に は、 少 年 期 か らの 教 育 が 必 要 で あ り 、 保 健 の 授

業 の 果 たす 役 割 が大 きい。 ま た 「本 や 雑 誌 で 」 が6.9%と 少 数 で あ っ た こ と か ら、 知 識 を

自分 か ら積 極 的 に得 よ うと い う傾 向 は見 られ な い 。

ウ 健 康 の 保 持 ・増 進 にか か わ る 日常 の 生 活 習慣

各項 目 と も 「気 をっ けて い る」 と い う回答 が少 な か った こ とか ら、成 人 病 に か か わ り の

あ る生 活 習 慣 にっ いて 、 余 り意識 され て いな い傾 向 で あ る。

工 授 業 の形 式 に対 す る希 望

「視 聴 覚 教 材 」 が55.0%、 「講 義 ・説 明 」 が25.2%と 授 業 へ の 希 望 が 多 い 。 こ れ は 、 従

来 の教 師主 導 型 の授 業 が 定着 して い る こ とが考 え られ る。 今 後 、 生 徒 の 自主 的 ・主 体 的 活

動 に重 点 を 置 いた課 題 学 習 を取 り入 れ て い く上 で、 生 徒 の 学 習 に対 す る意 識 を 変 え て い く

必 要 が あ る 。 また 、視 聴 覚 教 材 の活 用 の仕 方 も工 夫 す る必 要 が あ る。

オ 評 価 に対 す る希 望

「試 験 」 が45.3%、 「レポ ー ト」 が35.2%で あ り、 従来 か ら行 わ れ て い る評 価 方 法 へ の

希 望 が 多 か っ た。 ま た、 「日常 生 活 で の実 践 的 態 度Jを 評 価 して欲 しい とい う希 望 も41 .7

%と 多 く、 健 康 の保 持 ・推 進 にか か わ る能 力 や態 度 を評 価 の項 目 に加 え る必 要 が あ る。

〈教 師 〉

ア 成 人 病 に関 す る授 業 の実 施 状 況

成 人病 につ いて 、 授 業 で扱 って い る学校 は80%で あ った。 そ の理 由 と して は 、 「身 近 な

問題 と して 必 要 性 を 感 じて い たか ら」 が70%で 最 も多 く、配 当 時 間 は2時 間 又 は3時 間 が

多 い 。取 り上 げ た単 元 は、 第1章 「現 代 社 会 と健 康 」 が33%、 次 いで 「第1章 と第3章 」

が21.3%で あ り、 成 人 病 を ま と ま りの あ る単 元 と して再 構 成 す る必 要 性 が あ る。

イ 成 人 病 に 関 す る授 業 の計 画状 況

学 習 内容 の取 り扱 い を 「他 の単 元 と同等 に」 と考 え て い る教 師 が76%で あ っ た。 ま た 、

授 業 で の重 点 項 目 と して は、 「ライ フ ス タ イ ルの 能 力 を養 う」 こ と、 「問 題 を 発 見 で き る

能 力 を 身 に付 け させ る」 こ とが と もに31.5%と 多 か った。

ウ 保 健 の 授 業 形 式

95.9%の 教 師 が 「講 義 、説 明 を主 とす る」 ことが 多 く、 また 時 々 「視聴 覚 教 材 」 を 取 り

入 れ て い る傾 向 が 見 られ る。 また 、教 師 の望 む授 業 形 態 と して は 「講 義 、説 明 を主 とす る

授 業 形 式Jが54.2%、 「グル ー プ別 課題 学 習 」 が44.3%で あ った。 他 の 形 式 と して 「話 し

合 い」、 「実験 ・実 習 」 も補助 的 に取 り入 れ た い と して い る。 これ らの こ とか ら、 多 様 な 授

業 形 式 を取 り上 げた い が 、 時 間 的 問題 な どか ら実 施 で きな い状 況 が見 られ る。

工 評 価 に お け る重 点 項 目

評 価 の重 点 項 目 と して 「知 識 ・理 解 の習 得 状 況 」 が77.5%、 「問 題 を発 見 し、 解 決 して

い く能 力 や態 度 」 が61 .4%、 「学 習活 動 に お け る意 欲 や協 力 の態 度 」 が51.4%で あ っ た 。

知 識 ・理 解 の習 得 状 況 と い う従 来 の評 価 に加 え 、問 題 発 見 ・解 決 の 能 力 ・態 度 に も重 点 を
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置 くという点か ら、多 くの教 師が課題学習の必要性を認 めて いる傾 向が見 られ る。 また、

「健康 で安全 な生活を実践す る態度」 が42.9%と 続 き、今 後 こう した新 しい評 価 の項 目を

重視 してい く必要 があ る。

オ 課題学習 につ いて

「課題学習 は実施 していない」 という回答 が689%で あ った。

3課 題学習 を取 り入れ た指導計画

(1)単 元 の再構成

科 目 「保健」 におけ る成人病 にかかわ る学習 内容 を、 まとま りの ある単元 と して再構 成 す

るとと もに、内容 を精選 し系統的 ・重点的な学習 を通 して、生徒の知識 理解を深 め、健 康 的

な生活実践へ の意欲 を高 め るよ うに した。第1・2学 年 と もに課題学 習 と して、14時 間 程度

を確保 し、年回2回 に分 けて実施で きるよ うに した。 そのた め、第1学 年 で は 「生 涯を通 じ

ての健康」 「交通安全」、第2学 年で は 「集団 の健康」 「環境 と健康」 などの単元 において、

学 習内容の精選 と指導方法の工夫等 によ り、課題学習の時間を確保 した。本研究 で は、 「成

人病 と生 活習慣」 という単元 の中で、身近 な生活習慣 を振 り返 り、 自ら意志決定 し、将来 を

見通 した健康 的な生 活を実践 してい く態度を養 うことをね らい として、指導計画を立案 した。

(2)学 習 のね らい

ア 生涯 を通 じて健康 な生活 を送 るために、個々の ライ フス タイルや ライ フステー ジに応 じ

た、的確 な意志決定 と行動選択 がで きる能 力 と態度 を身 に付 ける。

イ 生徒 が身近 な健康 問題 に関心 を もち、科学 的に思考 ・判断で きる能力を育て る。

ウ 健康 に関す る基礎的 ・基本的 な知識 を深 め、総合的 な認識を高め る。

(3)課 題学習の進 め方

課題学 習のね らいを達成 す るために、生徒 の興味 ・関心 を生 か し、 自らの生活 習慣 に問題

意識 を もたせ るよ うな導入段階 での学習指導が大切 であ る。 さらに、課題学習 にお いて は、

生徒 が 自らの学習 の 目標 となる課題を発見 し、主体 的に学習 を進 め、課題 の解決 を図 る学 習

過程 を工夫す る必要 があ る。 そ こで課題学 習の展 開 は、 「課題 を もたせ る」 「課題 を解決 す

る」 「課題 をま とめ る」 の3段 階 で進 めることと した。

ア 課題 を もたせ る段階

○ 課題学習 に入 る前 に、一斉指導型 の授業 において、生徒 の問題意識を高 めるよ うに し

た。 ここで は基礎的 な知識 を積み重 ねてい く中で、常 に自分 自身 との関連 に着 目 しなが

ら、 自 らの課題 を発見 し思考を促 す ことがで きるよ うに、 ワークシー トを作成 して、主

体的 な学 習活動 を導 く工夫を行 った。

【ワークシー トの重点項 目】

① 課題学 習の意義 とね らい 興味 ・関心、学 習意欲 の喚起

② 課題学 習の全体計 画 と学習 の目安 学 習方法 の理解

③ 精選 された学習 内容 の教材化 効果 的な学習 内容 の習得

④ 身近 な健康問題 の提起 興味 ・関心 、学習意欲 の喚起

⑤ テーマの設定、 サブテーマの設定 検証過程 の見通 し
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⑥ 評価 の項 目の提示 学習 のね らいの理 解 と学習意欲 の喚起

⑦ 自己評 価、疑 問点 に対す る教師 の助言 動機 づ けを促す評 価

○ 一斉指導型 で扱 う学習 内容 の精選 を図 るとと もに、視聴覚教 材を活用す るなど、短 時

間 で効果 的な授業 の展開 を工夫 した。

○ 自分 や家族 、友人等 の身近 な健康問題 をメイ ンテーマ と し、 自分の興味 ・関心及 び解

決方法 か らサ ブテーマを導 くよ うに助言 を行 った。

○ メイ ンテー マに関す る基礎知識 をまとめ、 それを もとに問題 づ くり(設 問 と解答)を

行 った。

イ 課題 を解決 す る段 階

○ 学習形態 はグループによ るもの とし、共通の課 題を もった者 同士で グループを形成 し、

互 いに問題 点を提起 し合 い、協 同 して課題 に対す る認識 を深 め、 テーマに取 り組 んだ。

○ 各 グループの テーマに応 じた学習方法(資 料 ・文献研究、調 査研究、実験 ・実習 、討

論 ・ロールプ レイ等)を い くっか組 み合 わせて、学習を進 めるよ うに した。

○ 他教科 の教師及 び養護 教諭 との密接 な連携 を図 り、情報収集、文献資料の紹介、実験 ・

実習 に対 す る援助な ど、協力を依頼 した。

○ 課題学習 が、単 な る 「調べ学 習」 に終 わ ることが ないよ う、 グループノー トを効 果 的

に活 用 し、生徒が 自 ら新 しい学 習内容 を身 に付 けて い く過程を記録 し、内在化を図 った。

○ 単元 の途 中で、各 グループの進行状況 を簡単 に発表 し合 い、お互 いのグループ活 動 の

参考 にな るように した。

○ 資料研究 。調査研究で は、学校 ・地域 の図書館及 び地域社会の関係機関(本 研究 で は

保健所 、病 院、赤十字 、 スポーツセ ンター等)を 活用 し、学習効果を高めるように した。

最新 のデー タ ・情報をっかみ、実感 を伴 った理解 を得 ること、地域社会 とのっなが りや

実践力 を養 うことをね らいと した。

ウ 課題 をま とめ る段階

○ 単 に研究成 果を発表す るだ けでな く、 「予想 に対 して検証結果 がど う出たのか」 「自

分 の生活 に どの よ うにフィー ドバ ックさせてい くのか」 「残 され た未解決 の問題 に対 し

て考 え られ る解決方法 」等 にっいて、 自分 の意見や考えを まとあ、発表 の資料 づ く りを

行 うよ うに助言 した。

○ 発表者 の問題意識 が他 の生徒 に浸透 し、多 くの健康問題 にっいて協議 が行わ れ、互 い

に成果 を共有 で きるよ うに、個人 ノー トに意見や疑問点 の記入 を行 いなが ら発表 を聞 く

よ うに した。

○ メイ ンテーマに関す る基礎知識を まとめ、それを もとに問題 づ くり(設 問 と解答)を

行 った。

(4>評 価の工夫

ア 評価の考え方

意識 ・実態調査か ら、生徒 には 「日常生活 での実践態度」 を評価 されたい とい う要望 が

あ る。 この ことか ら、積極的 な実践態度 にっなが る評価 を工夫 した。学習指導 要領の 目指

す、新 しい学力観 に もとつ く評価の考 え方を踏 まえて、生徒一人一 人の可能性 を伸ば す評
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価活動 を行 うことがで きるよ うにす るため、評価 の各観点 の意義 と進め方を生徒に提示 し、

生徒 自身が評 価活動 に慣 れ親 しむ とと もに、評価の もっ意義を理解できるように工夫を行 っ

た。具体 的に は自分の学 習活動 につ いて、常 に振 り返 り、教 師が適宜助言 を与 え るこ とに

よって、評 価活動が段階を追 って高 ま って い くように、 ワー クシー ト、 グルー プノー ト及

び個 人 ノー トを作成 し、その活用 を図 った。生徒 の 自己評価 ・相互評価 と合 わせて、教 師

と生徒 が互 いに キ ャッチボールす るよ うな評価活動を行 うことによ って、生徒 が課題 を発

見 ・解決 し、 さ らに教 師 自身 も自己の指導 の成果を確認 し、その後 の指導 の工 夫や改善 に

役立 て ることがで きることを 目指 した。

イ 評 価の観 点 と自己評価 ・相互評価 の進 あ方

関 心 ・意 欲 ・態 度 身近 な健康 問題 に関心 を もち、意欲的 に課 題 を解 決 し、 自

主的 に健康 な生活 を しよ うとす る。

評

価
思考 ・判断 個人及 び集 団の健康 について科学的 に思考 し、 正 しく判 断

の

観
し、適 切 に対 処 しよ う とす る。

点

知識 ・理解 身近な健康 問題 に関す る事項を理解 し、健 康 を保持 ・増進

す るたあの知識 を身 に付 けて いる。

目 的 進 め 方

自 各時間 の学習 のね らいにっ いて
一斉指導型か ら課 題学習

、発 表 まで の過程

己 自 己評 価 す る こ とで、 そ の ね らい に お い て 、 ワ ー ク シ ー ト、 グ ル ー プ ノ ー ト 及

評 を再確認 し、 自己の学習活 動 を反 び個人 ノー トを活用 し、各時間終 了 後 に3段

価 省 し、学習 の方 向性 を確認す る。 階の学習達成度 によ って評価 を行 った。

相 他か らの評価 によって 自己の よ グループの中で、各時間 の相 互評 価担 当者

互 さに気付 くとともに、他 を評価 す を決あ、その生徒 が班員 の評価 を行 った。 そ

評 る こ とに よ って 、 他 の よ さ や 自分 の際、特 に顕著 な活動 を した生 徒 にっ いて積

価 と異 なる考 え方 に気付 く。 極 的 に評 価 し、 グル ー プ ノー トに記 録 した。

ウ グ ルー プ ノー ト

本 研 究 で は課 題 学 習 の各 段 階 に対 応 す る グル ー プ ノー トを作 成 し、 そ の活 用 を 図 った 。

○ グル ー プ ノ ー ト活 用 の 目 的 は、 ① 生 徒 が課 題 学 習 を進 め る上 で の学 習 の指 針 とす る。

② 教 師 が各 グル ー プ の学 習 状 況 を 把 握 し、評 価 の一 助 とす る。 ③ 生 徒 と教 師 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョンの手 段 とす る。 と した。

○ 課 題 学 習 の 中 で 、 グル ー プ編 成 が で きた 時点 で 、各 グル ー プ に グル ー プ ノー トと フ ァ
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イルを渡 し、各 時間 ごとに グループの活動状況 を記録 させ提 出させ た。

○ 教師 は学習活動 に対 して助言 の コメ ン トを書 き込み、生徒 に返却 した。

○ グループノー トの形式 は、各学習段階 に対応で きるよ う工夫 し、記入 しなが ら学 習 の

見通 しが もて るよ うに した。

工 教 師の指導 と評価

○ 課題学 習 における教師の役割 は、単 に 「保健の知識 を与 え る」 とい う立場 ではな く、

生徒 の学 習活動を良 い方向 に導 く援助 者 ・支援者 と しての役割 を重視 した。具体的には、

課題発見 か らテーマの決定、課題解決 、発表 に至 るまでの全過程 にお いて、個人 ノ ー ト

及 び グループ ノー トの 「教師か らの ア ドバイ ス」 とい う欄 に助言 内容 を記 入 し、 コ ミュ

ニケー シ ョンを大切 に した。

○ 他教科及 び養護教諭 との連携 を図 り、課題解決 ためのア ドバ イス ・情報提供を行 った。

○ 教師 の支援活動 を踏 まえて、各 時間に対応す る生徒個人評価表 を作成 し、評 価の観 点

別 に3段 階 で評価 を行 った。

(図5)グ ル ー プ ノー トの一 部 (図6)個 人 ノー トの一 部
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課 題 学 習 の 単 元 計画

ね らい

1.「 成人病 と生活習慣」を通 して、主体的に考え判断 し、自 らの健康な生活を実践する能力 や態度を培 う。

2.成 人病を身近な問題として考えるとともに、主体的な学習を通して、適切な意思決定能力や行動選択の能力を身にっける。

段 時 学習 のね らい 学習活動 生徒の評価活動1指 導上の留意点

階 間 教師の評価活動

課題学習の意義や方 1.課 題学 習 の意義 にっいて ☆自己評価の観点 ・課題学習の意義を十分理解さ

オ 法 、評 価の観 点 な ど 理 解す る。 ①課題学 習の意義 ・意味 を理解 で きたか 。 せ る よ うにす る 。

リ を理解 し、学 習 の見 2.課 題学習 の方 法 にっい て (知) ・課題学習 の方法 の事 例 を示 し

工
通 しを もっ。 理解す る。 ②全体を通して課題学習に対する興味 ・関 て学習 の見通 しを立 て させ る。

ン
3.課 題学習 の進 め方 にっ い 心が高 まったか。(関)

・なぜ評価 が必要 であ るか を理
テ i

て理解す る。 ③健康に関する問題意識を持っことができ 解 させ、自己評 価 ・相互 評 価の
1

4.評 価の方 法 につ いて理解 たか。(思) 方法 を理解 させ る。シ 一
ヨ す る。 ④資料 ・教材が充分活用で きたか。(知)

ン ⑤課題学習の評価にっいて理解 で きたか 。

(知)

・一 斉授業 を通 して 1.ワ ー ク シー トを 活 用 し成 ☆自己評価の観点 ・で きるだけ具体 的 な例 を あ げ

健康 に関す る興味 ・ 人病と生活習慣のかかわり①学習内容 「成人病と生活習慣」を理解で る ことによ って、 課 題発 見 の方

関心 を引 き出 し、 自 を学習す る。 きたか。(知) 法 を理解 させる。

課 らの問題を発見でき ②学習 を通 して、興味 ・関心 が高 ま ったか。 ・授業 の中で興味 や疑問 を もっ

題 るよ う にす る。 2.い くっ かの事 例 の説明 の (関) た ことを記入 させ 、 課題 発 見へ

を 中か ら、 自 らの課題 を発 見 ③ 自 らの健康意識を高 ある ことができたか 。っなげるよ うに させ る。

も 。成人病と生活習慣 す る考え方を学ぶ。 (関) ・内容 の精選 、 バ ラ ンスを 配慮
た に っ い て 、 い く っ か ④ ワークシー トを活用で きたか。(知) す る 。
せ

る
2

～
ワσ

事例を取 り上 げ、 課

題 を発見 し、 解決 の

3.自 分が興 味 を もった こ と

や疑問 ・問 題 をテ ーマ と結

⑤課題学習の テーマが発見で きたか。(思)

⑥積極的 に授業 に参加 で きたか。(関) ◎ テ ー マ設 定 の た め の キ ー ワ ー

方法を選択できるよ び つ け る。 ド(2Q項 目)を 提 示す る。

衙 うに す る。 ★教師の評価の観点 ・生活 習慣 、生活行動 ・酒

人 ①授業内容が理解で きたか。(知) ・健康診断 、予防活動 ・がん

別 ②授業 を通 して、興味 ・関心 が高 ま ったか。 。動脈硬 化 ・骨粗 しょ う症
..

(関) ・脳卒 中 ・心 臓病 ・糖尿病

③ ワークシー トを充分活用で きたか。 ・肝硬 変 ・ス ト レス 。高 血 圧

(思) ・痛 風 ・肥 満 ・食 事 ・た ば こ

④課題学習の テーマを発見で きたか。(思) ・睡 眠 ・休 養 ・運 動 ・治 療 法

・共通 の課 題 を もっ 1.グ ル ー プ を 作 り、 役 割 分 ☆ 自己評価 ・相互評価の観点 ・学 習の 目標を 自覚 させ 、 問題

課 た者 同士で グル ープ 担 を行 う。 ① グループ作 りに積極的に参加 で きたか。 が広 が りす ぎな いよ うに配 慮す

題 を っ く る。 (関) る 。(サ ブテ ー マを 強 調 す る 。)
を 2.テ ーマ ・サ ブ テ ー マ を 決 ② 自分 の興味 ・関心にそ った課題 を設 定 で ・日常生 活の身 近 な問 題 を課題
も

た
。身近な健康問題か あ る。 きたか。(関) とす るよ うにす る。

せ
らテ ー マを 設 定 し 、 ③課題決定の時、積極的に意 見を出せたか。

る さらにポイ ン トを し 3。 グル ー プ ノ ー トに研 究 課 (関) *グ ル ー プ ノー トの チ ェ ック

4 ぼ ったサ ブテ ーマを 題 につ いて 記入 し、 自己評 ④課題設定の理 由や 目標が明 らかであるか。 ・提 出期限が守 られて いるか。

( 決定す る。 価 ・相互評価を行 う。 (関) ・本 時の学 習 内容 ・評 価 ・次回

グ の課題 が記 入 されて いるか。
ル ★教師の評価の観点 ・問題点な どに ア ドバ イス を与

i ① グループ作 りに積極的に参 加 していたか。え る。
プ

(関) (以上毎時間行う)

型 ② テーマ決定の時、問題意 識 を も って参 加

していたか。(思)

・具体的な学習計画 ユ.課 題解決 に向 け、具 体 的 ☆自己評価 ・相互評価の観点 ・課 題解決 に適 した学 習方 法 を

を立て、課題 の 内容 な学習方法を決定する。 ① どの ように課題を解決 して い くのか その 選択 させ、 その方 法 に よる学習

を踏まえた学習方法 室法 と計画が たて られたか。(思) 活動が円滑に行えるよう指導す
を選 択 させ る。 2。 どの よ うに課 題 を解 決 し ②学習の見通 しと、具体的活 動 を理 解 し、 る 。

課 て い くか、 予想 を立 て なが 活動 できたか。(知) ・サ ブテーマ との関連 を常 に意

題 ら学習を進 める。 ③ 目的意識を持 って、課題 の解 決 に取 り組 識 させ る。
を
解
決

5
3.グ ル ー プ ノ ー トに 学 習 内

めたか 。(思)

④学習活動 に積極的 に参加で きたか。(関)

・グループ活動 の ポイ ン トが 目

標 にそって行 われ て い るか注意

す 容を記入 し、 自 己評 価 ・相 す る。

る 互評価 を行 う。 ★教師の評価の観点
①学習活動 に積極的 に参加 していたか。 *グ ル ー プ ノ ー トの チ ェ ッ ク

(関)

②見通 しを もった学習計画 が立 て られ てい

たか。(思)一
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段 時 学習のね らい 学習活動 生徒の評価活動 指導上の留意点

階 間 教師の評価活動

それぞれの研究課題 1.研 究方法 を工夫 しなが ら、☆ 自己評価 ・相互評価 の観点 ・役割分担 にそ って 、計 画 的 に
の解決に向 け、 作業 課題解決 を行 う。 ①学習活動に積極的 に参加 できたか。(関) 作業 が進 め られ るよ うに指 導す

を分担 し、学 習 を進 ②作業分担にそって、作業が進められたか。(関) る 。

め る。 2.グ ル ー プ ノ ー トに 学 習 内 ③資料の活用の仕方 など、学習過程 の工夫が
課 容 や問題点 な どを記 入 し、 で きたか。(思) ・実験実習 を行 って いる グル ー

題 自己評価 ・相互評価 を行 う。④課題学習を通 してなぜ そ うな ったか にっ プには、安 全 に配慮 す る よ う指
を 6

いて考えを深める ことができたか。(思) 導す る。
解 S
決 7

す ★教師の評価の観点

る ①学習活動に積極的に参加 していたか。(関)

②役割分担を理解し、課題の解決に参加し *グ ル ー プ ノー トの チ ェ ック

ていたか。(関)

③資料の活用の仕方など学習過程の工夫が
なされていたか。(思)

・研究の成 果を ま と 1.研 究 の成果 をまとめる。 ☆自己評価・相互評価の観点 ・研究 の目標に そ って、 課 題解
め、発表 に向 けて準 2.な ぜ そ う な っ た か に っ い ①課題解決の結果 ・ま とめ を通 して、 自分 決 がで きてい るか。

備を行 う。 て考 えをまとめる。 の考えを まとめ ることがで きたか。(思) ・研究 で得た成 果 を どの よ うに

3.自 分 の今後 の生 活 に どの ②課題学習を通 して、新 たな関心 ・意 欲 を ま とめ るか、 資料 の工夫 な どの

課 よ うに結 びっ けて い くか考 もっ ことがで きたが。(関) 指導 ・助 言を行 う。

題 え を ま とめ る 。 ③発表内容の準備 は計画的 に進 め る ことが ・発表方 法や態度 の評 価 は、 グ

を 『 4,新 たな課題 にっ いて はそ できたか。(思) ループ全体に対 して行 わ れ る こ

ま 8 の解決 にっいてまとめる。 ④発表内容 は、当初の目標 にあ ってい るか。 とを理解 させ る。

と 5.発 表 に向け役割分担 を し、(知) ・役割分担に そ って発 表 の準備

め 資料の作成や発表準備を行 が行われてい るか。
る

う 。 ★教師の評価の観点 ・新 しい課題 ・疑 問 の発 見が で

6.発 表 の リハ ー サ ル を行 う。①発表の準備に積極的に取り組むことがで きた か 。

7.グ ル ー プ ノ ー トに 感 想 や きたか 。(関)

考 察を記 入 し、 自 己評 価 。 ②研究 の目標 にそ って、 内容 を まとめ られ *グ ル ー プ ノ ー トの チ ェ ッ ク

相互評価 を行 う。 たか。(知)

・課題解決 の過 程で 1,資 料 を 用 い て 、 グ ル ー プ ☆自己評価の観点 ・生 徒全体の共 通認 識 とな るよ

得 た知識 ・理解 ・方 ごとに発 表を行 う。 ①わか りやす く説明で きたか。(知) うに、 グルー プ発表 に対 す る補

法 などを ま とめて伝 ②資料 に工夫があ ったか。(思) 足説明と、必要な関連事項を指

課 え ることが できる。 2.グ ル ー プ ノ ー トの 記 入 と ③発表態度 はどうだ ったか。(関) 導 す る。

自己評 価 ・相互評価 を行 う。④発表 の方法 に工夫があ ったか。(思)
題 *グ ル ー プ ノ ー トの チ ェ ッ ク

を 3,個 人 ノ ー トを用 い て 各 グ ☆個人 ノー トによ る相互評価の観点

ま ループの発 表 を ま とめ、評 ①発表 内容 はわか りやす く説明 されて いた *個 人 ノ ー トの チ ェ ッ ク

と
9

～
価 を行 う。 か 。(知)一

め is ②資料 はわか りやすか ったか。(関) ・各班の内容 の ポイ ン トが整理

③発表方法 に工夫があ ったか。(思) され て い るか 。
る

④発表態度 はどうだ ったか。(関) ・評価が記入 されて いるか 。

桑
・各班の内容か ら、興 味 を も っ

★教師の評価の観点 た点、疑問の点 、 感想 等 が記 入
表 ①課題解決学習の過程で得た知識をしっか されてい るか。

り発表で きたか。(知)

②発表の内容 は当初の 目標 にあ っていたか。

(知)

・研究の成 果を ま と 1,各 自 レポ ー トを作 成 す る。 ☆自己評価の観点 ・発表の要点 が的確 に ま とめ ら

め る。 ① 自主的 ・主体的に活動がで きたか。(関) れてい るか。

2,自 分 た ちの学習 した内容 ②課題解決 はで きたか。(思)

か ら問題 を作成 して みる。 ③研究の成果が今後の生活の改善に役立た ・充 実 した内容 の 感想 が書 き込

課 竺 ることがで きたか。(思) まれてい るか。

題 ④健康で安全な生活を実践する態度を養う
学 ことがで きたか。(関)

習
の

ii
⑤新たな問題意識を持っことができたか。(関)

ま ★教師の評価の観点
と ①成人病を身近な問題 と して と らえ る こ と
め がで きたか。(関)

②主体的な学習活動を通して、適切な意思
決定や行動選択の能力 が身 にっいたか。(思)

③主体的に考え判断し、健康な生活を実践
す る能力や態度 が身 に付 いたか。(思)
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指導事例(実 証授業)

☆

テ

ー

マ

各
班

の

獅
ね

ら

い

匪
薩

の

男 女40名 内「

諜題 を解決す る それぞれの研究課題 の解決 に向 け、作業を分担 し学習 を進 め る。
1班 「便秘 ・下痢 と大腸 ガン」2班 「タバコと健康」3班 「禁煙の方法 にっいて一

4斑 ジ食品添加物 にっ いて」5斑r骨 糧 しょう症の予防につ いて」

6班 「フ ァース トフー ドに含有 されている もの～ ガ ンにつ いて」7班 「イ ンスタン ト食品にっ いて」

8班 「アルコールと成人病 」9班 「運動 の効果 とス トレス解消法」10班 「食生活 と成 人病」

,ω 挨 拶

崖
出欠調査

{2}本時の ねらい

囁ξ

(1)研究方 法 を工 夫
しなが ら課題 解 決

を行 う。

研究方法

A.調 査

B.実 習 ・実 験

C.討 議

13.文 献 資 料

研 究

E.そ の 他

所

あ

だ

と

ん

ま

進

時

が
随

究

、
も

研

ら

い

②

か

て

展

開

}③参考文獄の整理

(4)渉外担 当を決 め、

取材計画 を立 てる。

・返却 された グルー プ ノー トを 見て 、教 師か らの
層
ア ドバ イスにっ いて話 し合 い、 本時 の学 習の方 針

を考え る。
・全体の見通 しを も って考 え、 仮説 や サ ブテー マ

に迫 って いく方法を確認 しあ う。

ゼサ ブテーマ書

1班 →A、D『2年 女子生 徒 の便秘 の実 態 とその

解消法2
ア ンケー ト調査の作成の続 きを行 う。

養護教諭か らア ドバイスを受ける。

2班i→D軍 主流煙 と副流 煙 に含 まれ るア ンモニ ア
1の量 にっ いて』
1テ ーマ設定の理由に基づいた調査 を行 う

。

3瑳→B鮪 ヨ間で禁煙する方法を実験硬究3
実施方法の具体的内容を検討する。

4班 →B「 各 メーカ ーの シュー ク リーム に含 まれ

る防腐剤 ・お菓子の着色料 にっいて』

実験方法の確認を行 う。

理科 の先生 に相談す る。

5班 →D『 骨 を強 くす るもの 一ビタ ミンDと 運 動』

骨粗 しょう症 の予防 につ いて研究 する。

6班 →D『M社 の食 品成 分表 を もとに 、食生 活 を

湾 える5
ファース トフー ドの問題点 などを文献 で調 べ る。

際 ズ郭鰯 謝 罐 黎1'て の考察』
…
8班 →D「 アルン ールが及 ぼす影 響 一肝臓 病 ・糖

尿 病』
身近 にいる人 か ら取材 ・調査を行 う。

…

9班 →B『 運動 によるス トレス解消法』

ス トレス解消法 をためす。

(1)グループ ノー ト
のま とめ
・本時の活動

学習内容

問題点
・次騒の課魎

・自己評価

・相互評価

・テーマが広が りす ぎないよ うに注意す る。

・漠然 としたテーマにっいては、ポ イン トを しぼっ:

て、成人病 との関連 にっいて調べ るようにす る。
・日常生活を どの よ うに改善 してい くか を ま とあ

られ るよ うにす る。

←前回作成 した、便秘 とそ の解消 法 に関 す る ア ンi

ケーh調 査にっいて ア ドバイ スをす る。

内容がIIIをお って い るか。 何 にっ いて 知 りた い
のか、ある程 度の仮説をたてて進 めるようにさせる。

←実験等 ア ダバイス
・「たば こは全身病(実 験編) 」を紹介す る。

まとあの段階で困 らない よ うに、項 目や手 順 の整

理、仮説、結 栗の考 察の仕方 など細か く注意 す る。

1←r5巳 閣で禁煙をす る」本 の紹 介をす るc

実験状況が同 じよ うにな るよ うに注意す る。

考察の仕方を統 一 してお く。

←理科の先生 と連絡調整を綿密 にす るよ う指導 。

公開実験 日の設定を させ る。

実験材料を統一 し選 定基 準 ・検 査物 品の 選定 に つ
いて考え させ る。

日常摂取す る食品にっ いての考察へ と発 展 させ る。

← ビタ ミンDの 取 り方 な ど、具 体 的 な予防 法 や、

誰 でも簡単 に予防で きる こと、心 が け る ことな ど

を整理 させ るD

←具体的 な資料 をも とに、 食品 全体 の知 識 も身 にi

付 けさせ る。1

「がんと食生活」 の関 係 の基礎 知識 を調 べ る よ う

にさせ る。

く
・←企業 の意見や消 費者 の立 場 と しての生 活 習慣 をi

考 えさせ る。
罪

F一保健所や病院の資料 も活用するようア ドノ冒 スをする。

;10班→D『 肥満 にな らない食生活の工夫』

食生 活 と健康 を調 べる。

・グル ープ ノー トにそ って本時 の活動 にっ いて整

理 して まとめ る。
・グループ ノー トの評懸 欄 にっ いて、 各 自 自己評
価を行 う。i
・本時の相互評 価担 当者 は、班 員 にっ いて相互 評 卜 相互評価 にっ いて は、 よ い点 を積 極的 に評価 で:
緬を行 う。iき るよ うにさせる◎
・次回の研究内容や分担 にっ いて確認す る。

1(2洛 班 の本時 の 学'習内容を発表

評

価

活

動

・進行状況を説 明する。

{

← ス トレス度 を ど うチ ェ ッ クす る か 、 数 値 な ど で1

わか りやす くできるようアF'バ イスをす る。 …

運動 の種類 を変えて試せるようにア ドバイスをする。

有酸素運動 、筋肉 トレーニ ング
アイソメ トリックなど

…

←保健所 の資料 など利 用で きるよ うア ドバイ ス。

体鮨 肪溺定場所 の椿報 を伝える◎

・次回の学習 が円滑 に進 む よ うに、 問題 点 な どを

確認 してお く。役割 分担 を確認 してお く6

・着眼点 のよさ、成 人病 とのか かわ り、 日常生 酒

脇 繕 潔 夢 囎 を示唆して・互し'の班
生徒の評懸(自 己評優 ・相互評懸)

①学習活動 に積極的に参加で きたか。(関)② 作業分担 にそ って作業 が進 め られたか。(関)

③資料の活用の仕方な ど、学習過程の工夫 ができたか。(思)

④課題学習を通 してなぜそ うな ったかにっいて考えを深め ることがで きたか。(慰)

教師の評価

①学習活動 に積極的に参趣 して いたか。(麗)

L上 璽 料の瀾 の肪 など、学習過程の工夫力・なされたいたか。 偲)

②役離分担 を理解 し、課鍾の解決に参 擁 していたか。(関)
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4指 導 結 果 と考 察

仮説 を検 証 す る た め、 実 証 授 業 後 、授 業 を受 けた生 徒 を対 象 に ア ンケ ー ト調 査 を 行 っ た。

そ の結 果 を 以 下 に示 す 。

(1>ア ンケ ー ト調 査 結 果 対 象:都 立 高等 学 校1校(2学 年 男 女143名)

ア 生 徒 が 「そ う思 う」 と回 答 した項 目の 中 で 回答 数 が 多 か った内 容 。

○ 課 題 学 習 を 通 じて 、 成 人 病 につ いて 重要 な問 題 で あ る と理 解 で き た 。(:1%)

○ 発 表 まで の 過 程 で い ろ い ろ調 べ た こ とが 、知 識 の理 解 に役 立 った 。(71.3%)

イ 生徒 が 「や や 思 う」 と回 答 した項 目の 中 で 回答 数 が多 か った内 容 。

○ 課 題 学 習 の 自 己評 価 を 通 じて 、次 回 の学 習 活 動 に役 立 った。(65 .0%)

○ 課 題 学 習 の 相互 評 価 を 通 じて 、次 回 の学 習 活 動 に役 立 った。(63.6%)

ウ 「生 活 習 慣 の 上 で 変 化 した こ と」 に っ い て は、 気 を 付 け る点 と して 、 「食 生 活 」44.1%

が一 番 多 く、 次 いで 「運 動 」 、 「睡眠 」 の順 で回 答 数 が 多 か っ た。 ま た、 意 識 の変 化 と し

て は、「調 べ た こ とを役 立 て 気 を付 け よ う と思 った」 と い う回 答 が11.2%と 少 な く、 課 題

学 習 を さ ら に継 続 して 実施 して い く必 要 性 が あ る。

工 課 題 学 習 にっ いて の生 徒 の 感想

○ 「資料 を探 す の が大 変 だ った」 「時 間 が少 なか っ た」 と い う回 答 が多 か った。 しか し、

調 べ て い く うち に 「身 近 な 問題 に感 じ られ た」 「役 に立 った」 と い った肯 定 的 な感 想 を

もっ 生 徒 が 増 え た 。

○ 「自分 が 興 味 の あ る こ とを調 べ たの で、 や る気 に な った」 「自分 た ち で調 べ たの で 、

よ く理 解 で き た」 等 、 興 味 ・関 心 を もって 学 習 す る こ とに よ り、主 体 的 な学 習 態 度 を 喚

起 で き た。

○ 「グ ル ー プ で学 習 した こ とに よ って 、 友 人 の意 見 を 聞 け て良 か った」 等 、 グ ル ー プ 内

で 相 互 評 価 す る こ とが、 学 習 意 欲 にっ なが った 。

② 実 証 授 業 全 体 を 振 り返 って

ア テ ー マの 設 定 と グル ー プ編 成 にっ いて

○ 生 徒 が 「成 人 病 と生 活 習 慣 」 にっ いて の ワー ク シー トに取 り組 む過 程 で 、① 自分 の 興

味 ・関心 は ど こに あ るの か 。 ② 自分 の 身近 な問 題 や生 活 習 慣 で 気 に な る点 は何 か 。 を 考

え て 自己 評 価 を 行 っ た。 これ を もとに 、生 徒 の興 味 ・関 心 の傾 向 を ま と あ た課 題 発 見 リ

ス トを 作 成 し、 生 徒 に提 示 す る こ とに よ って、 共 通 の テ ー マを もっ た グ ル ー プ編 成 が ス

ム ー ズに で き た。 グ ルー プの 人数 に っ い て は特 に制 限 を 設 けな か っ たが 、1～8名 ま で

に収 ま り、 ま た、 男女 混 合 の グル ー プ も生 まれ 、 協 力 して学 習 を 進 め る こ と が で きた 。

○ グル ー プ 内 の役 割 分 担 を 明確 にす る こ とに よ り、 各 自が調 査 ・研 究 ・作 業 等 を進 あ る

こ とが で き、 グル ー プ 内 で責 任 感 や充 実 感 を 味 わ う こ とが で き た。

イ グル ー プ ノ ー ト ・個 人 ノー トの活 用 につ いて

○ グル ー プ ノー トの活 用 に よ り、 ① 毎 時 間 の学 習 内容 の確 認 、② 学 習活 動 にっ い て の 自

己評 価 及 び相 互 評 価 、 ③ 次 回 の学 習 計 画 の立 案等 、主 体 的 な学 習 活 動 を展 開 す る こ と が

で きた。

○ 教 師 もグ ル ー プ ノ ー トに ア ドバ イ スを記 入 す る こ とに よ り、各 グル ー プ の 学 習 活 動 の
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状況 を把握 で き、実験 ・実習の準備 などに も計画性 を持 たせ る ことが で きた。 また、教

師 自身 の教材研究 に も役立 った。

○'メ イ ンテーマ設定か らサブテーマへ と進 め る段階で は、① テーマに関す る基礎知識 、

② 興味 ・関心が ど こにあるか、 などについて十分 な討議が必要 にな り、討議 の内容 を グ

ループノー トへ記入す る ことによ り、その後 の学習活動 に見通 しを もっ ことが で きた。

○ 発表 を聞 く側 の生徒 は、各 自の個人 ノー トに、発表内容の要点 と観点別の評価 を記 入

す る ことによ り、課題学習の成果を クラス全員 で認識す ることがで きた。

ウ 学習過程 につ いて

○ 調査 を行 うグループなどで は、調べ る段 階において も友人や教 師 との交流がで き、学

習活動 自体 を楽 しんでいる様子が見 られた。また、男女の特性 による健康観 の違 いに気

付 くなど、 クラス全体 の交流が もて る授業 とな った。

○ 発表 に関 して は、① 内容の要点 、②理解 しやす い構 成、③ 発表 の態度や方法、等 に っ

いて検討 が行われ、大 きな学 習の深 ま りが見 られ た。

5ま とめ と今後の課題

(1)ま とめ

本研究 は、課題学習 を取り入れた学 習指導 と評価の工 夫に より、生徒一 人一 人が 自 らの課

題を持 ち、課題 を解決 し、 ま とめる学 習過程 を通 して、生 徒が主体 的に考 え判 断 し、進 ん で

学習 に取 り組 む能力 や態度 を育て ることであ った。研究を通 して、次 の ことが明 らか にな っ

た。

ア オ リエ ンテー ションか らの自己評価活動 を通 して、身近 な健康 問題 にっ いての意識 を高

める ことがで き、各 自の課題の発見及 び健康的 な生活を実践 す る態度 を形成 す ることに役

立 った。

イ グループノー トを活用 し、 自己評価 ・相互評価を行 うことによ り、学 習意欲 の高 ま りと

と もに、 自主的 ・主体的 な学習活動 を促す ことがで きた。

ウ 教 師が観点別の個人評価表を活用す ることにより、生徒一人一人 の学 習活動 のよ さに着

目す ることがで き、個 に応 じた指導 と評価 にっなげ ることがで きた。

工 発表活動を通 して、発表者 の意欲 が高 まるとともに、聞 く側 の生徒 も他 の生徒 の発表 内

容 につ いて、興味 ・関心を もっ ことができた。

オ 課 題学習を通 して、生徒の基礎 的 ・基本的 な知識理解 が深 ま るとともに、 自己の健康 問

題 に対す る意識を高 める ことがで きた。

(2)今 後の課題

ア

イ

ウ

エ

オ

課題学習 の時間を確保 できる年間指導計画の一層 の工夫

生徒 の自己評価能力 の育成

生徒 の主体的 な学習活動 を支援す る学校全体の取 り組 み

学習 資料 の一層 の工夫 ・改善

教師側 の多岐 にわ たる健康問題 にっいての知識 ・情報 の収集
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